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信

　

長
崎
に
J
リ
ー
グ
チ
ー
ム『
Vヴィ
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
』（
V
長
崎
）が
誕
生
し
て
五
シ
ー

ズ
ン
目
を
迎
え
る
。
四
年
間
で
二
回
の
J
１
昇
格
プ
レ
ー
オ
フ
を
戦
い
、
昇
格
は
逃

し
た
が
、一
部
の
フ
ァ
ン
か
ら「
最
強
の
新
参
者
」と
い
う
異
名
も
頂
戴
し
た
。
昨
シ
ー

ズ
ン
は
物
足
り
な
い
成
績
だ
っ
た
が
、
V
長
崎
が
J
リ
ー
グ
に
昇
格
し
て
か
ら
丸
四

年
で
長
崎
で
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
て
き
た
だ
ろ
う
か
。

　

J
リ
ー
グ
は
J
1
、
J
2
、
J
3
の
三
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
な
り
、
現
在
五
十
七
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
い
る
。
J
リ
ー
グ
チ
ー
ム
が
な
い
都
道
府
県
は
宮
崎
、
高
知
、
島
根
、

和
歌
山
、
奈
良
、
三
重
、
滋
賀
、
福
井
、
青
森
の
九
県
だ
け
だ
。
J
リ
ー
グ
に
は「
グ

ラ
ス
ル
ー
ツ（
草
の
根
）」と
い

う
理
念
が
あ
る
。
自
立
し
た

企
業
と
し
て
存
在
し
、
地
域

に
密
着
し
て
地
域
の
人
々
と

と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
発

展
に
貢
献
す
る
と
い
う
考
え

方
だ
。
V
長
崎
の
草
の
根
も

少
し
づ
つ
伸
び
広
が
っ
て
い

る
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
毎
回
選

手
紹
介
映
像
と
共
に
長
崎
県

内
の
観
光
地
や
祭
り
が
映
し

出
さ
れ
る
。
去
年
の
ラ
ン
タ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
高
木

琢
也
監
督
が
皇
帝
役
で
登
場

し
た
り
、
チ
ー
ム
の
主
力
選

手
や
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ヴ
ィ
ヴ
ィ
く
ん
」が
地
域
の
行
事
や
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
す
る
な
ど

ス
タ
ジ
ア
ム
の
外
で
も
V
長
崎
に
接
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
熊
本
の

震
災
に
対
し
て
、
チ
ー
ム
を
あ
げ
て
街
頭
募
金
に
立
っ
た
り
、
熊
本
に
駆
け
つ
け
て

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
手
伝
う
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
続
け
て
い
る
。

　

ホ
ー
ム
の
試
合
ご
と
に
相
手
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
が
長
崎
に
や
っ
て
く

る
。
そ
の
多
く
が
試
合
日
の
前
に
長
崎
入
り
し
て
県
内
各
地
を
観
光
し
て
い
る
。
月

二
回
、
年
間
二
十
数
回
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
訪
れ
る
他
チ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
は
定
期

的
な
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
長
崎
の
観
光
に
貢
献
し
て
い
る
。
チ
ー
ム
は
全
試
合
の
半

分
を
敵
地
で
戦
う
が
、
そ
の
土
地
に
住
む
長
崎
出
身
者
に
と
っ
て
は
こ
の
日
が
自
分

の
ル
ー
ツ
を
確
認
し
、
仲
間
た
ち
と
長
崎
愛
を
叫
ぶ
日
に
な
る
。
東
京
に
は
す
で
に

応
援
を
リ
ー
ド
す
る
グ
ル
ー
プ
も
立
ち
上
が
っ
た
よ
う
だ
。
ホ
ー
ム
で
も
ア
ウ
エ
ー

で
も
、
V
長
崎
の
試
合
が
多
く
の
人
た
ち
の
出
会
い
と
交
流
の
場
を
作
っ
て
い
る
。

長
崎
の
観
客
は
J
リ
ー
グ
の
中
で
も
女
性
の
比
率
が
最
も
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ

る
。
ス
タ
ジ
ア
ム
の
あ
る
諫
早
で
は
中
高
年
が
主
力
の
サ
ポ
ー
タ
ー
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
一
昨
年
の
夏
、
長
崎
ら
し
い
試
合
が
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行

わ
れ
た
。
原
爆
祈
念
日
直
前
の
試
合
で
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
中
で
は
県
内
の
サ
ッ
カ
ー

関
係
者
や
少
年
た
ち
に
よ
っ
て
P
E
A
C
E
の
人
文
字
が
描
か
れ
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー

た
ち
は
こ
の
日
の
た
め
特
別
に
福
山
雅
治
の
平
和
ソ
ン
グ「
ク
ス
ノ
キ
」を
歌
っ
た
。

そ
し
て
入
場
す
る
選
手
た
ち
は
青
と
オ
レ
ン
ジ
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
に
折
り
鶴
と
平
和

記
念
像
の
一
部
が
描
か
れ
た
特
別
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
だ
っ
た
。
こ
の
様
子
は
ロ
ー

カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
の
ス
ポ
ー
ツ
欄
で
さ
さ
や
か
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、

英
国
B
B
C
放
送
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で
は
ト
ッ
プ
記
事
と
し
て
写
真
入
り
で
全

世
界
に
配
信
さ
れ
た
。

　

J
リ
ー
グ
で
は
大
先
輩
の
広
島
の
チ
ー
ム
も
ま
だ
や
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
他
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
で
も
な
か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
平
和
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
V
長
崎

の
取
り
組
み
は
、
平
和
を
願
う
長
崎
の
大
き
な
ア
ピ
ー
ル
に
な
っ
た
。
そ
し
て
昨
年

も
そ
の
取
り
組
み
は
続
い
て
い
た
。
チ
ー
ム
は
、
原
爆
忌
前
後
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で

「
平
和
祈
念
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
」を
着
用
し
て
プ
レ
ー
し
、
フ
ァ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
は「
ク

ス
ノ
キ
」を
歌
っ
て
選
手
た
ち
の
後
押
し
を
し
た
。
今
後
も
八
月
の
長
崎
の
ス
タ
ジ

ア
ム
は「
サ
ッ
カ
ー
が
楽
し
め
る
日
常
は
平
和
で
あ
る
か
ら
こ
そ
」と
い
う
気
持
ち
で

平
和
の
大
切
さ
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　

V
長
崎
の
存
在
は
情
報
発
信
だ
け
で
は
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
国
際
交
流
や

集
客
の
将
来
性
も
持
っ
て
い
る
。
Ｖ
長
崎
は
、
中
国
サ
ッ
カ
ー
の
ビ
ッ
グ
ク
ラ
ブ「
上

海
緑
地
申
花
足
球
倶
楽
部
」や
世
界
的
に
も
知
ら
れ
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
の「
フ
ァ
イ
エ

ノ
ー
ル
ト
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
」と
業
務
提
携
し
て
い
る
。
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
や
ア
カ
デ

ミ
ー
チ
ー
ム
の
交
流
や
育
成
指
導
な
ど
を
と
お
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
日
中
、
日
蘭

友
好
の
実
績
を
積
ん
で
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
ん
な
夢
も
見
た
い
。
昨
年
の
サ
ッ
カ
ー
ユ
ー
ロ
選
手
権
で
ポ
ル
ト
ガ

ル
代
表
が
優
勝
し
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。
そ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
日
本
の
友
好
の
架

け
橋
と
な
っ
て
い
る「
長
崎
日
本
ポ
ル
ト
ガ
ル
協
会
」が
今
年
五
十
年
を
迎
え
る
。
今

後
の
活
動
の
中
で
未
来
を
担
う
青
少
年
交
流
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
が
使

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
、
こ
の
街
に
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
あ
る

こ
と
は
一
助
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

い
や
、
小
難
し
い
こ
と
は
置
い
て
お
い
て
、
一
度

ス
タ
ジ
ア
ム
に
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。
老

若
男
女
が
大
声
で
歌
っ
て
拍
手
し
て
応
援
す
る
お
祭

り
の
よ
う
な
躍
動
感
に
新
し
い
文
化
の
芽
生
え
を
感

じ
取
る
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
。
幸
い
試
合
日
も
近
い
。

二
月
二
十
六
日（
日
）の
対「
ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬
」戦

で
V
長
崎
の
新
し
い
シ
ー
ズ
ン
が
幕
を
開
け
る
。

�

（
長
崎
歴
史
文
化
協
会
理
事
）

四
一
五
号　

平
成
二
十
九
年
二
月
十
日

「
J
リ
ー
グ
が
あ
る
街
」の
効
果

○
二
月
三
日
は
節
分
会え

　

各
家　

豆
ま
き
あ
り　

続
い
て
火
吹
竹
に
豆
を
入
れ
外
に
投な

ぐ　

終
り
て　

紅
大
根
入

り
の
祝
膳
に
つ
く
─（
長
崎
旧
記
）

○
二
月
五
日
、
日
本
二
十
六
聖
人
殉
教
者
の
祝
日
で
あ
り
、
西
坂
の
丘
で
殉
教
祭
の
ミ
サ

が
あ
っ
た
。
同
日
、
二
十
六
聖
人
初
代
館
長
故
結
城
了
悟
神
父（
パ
チ
ェ
コ
神
父
）記
念

碑
建
立
記
念
式
典
も
あ
っ
た
。
結
城
神
父
は
昭
和
三
十
五
年
来
崎
さ
れ
て
以
来
、
片
岡

弥
吉
先
生
と
協
力
さ
れ「
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
長
崎
支
部
」、「
長
崎
日
ポ
協
会
」の

創
立
や
ト
ウ
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
教
会
を
始
め
長
崎
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡
の
保
存
、
祈
念
碑

の
建
立
等
に
つ
き
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
て
い
る
。

○
二
月
十
五
日　

お
釈
迦
様
の
涅
槃
会　

主
と
し
て
禅
宗
寺
院
に
て
は
涅
槃
図
を
示
す
。

長
崎
寺
町
禅
林
寺
の
涅
槃
図
に
は
他
図
で
は
見
ら
れ
な
い
図
が
あ
る
と
言
う
。
そ
れ
は

猫
の
図
が
画
き
加
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

長
崎
の
涅
槃
図
の
中
に
は
唐
船
持
ち
渡
り
の
物
が
あ
り
、
特
に
聖
福
寺
、
春
徳
寺
の
同

図
は
県
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
之
の
日
は
、
お
い
し
い
涅
槃
粥

が
い
た
だ
け
た
そ
う
で
あ
る
。

○
季
刊
紙『
ら
く
』を
発
行
さ
れ
て
い
る
糸
屋
悦
子
女
史
来
訪
。『
ら
く
』誌
が（
一
社
）日
本

地
域
振
興
協
会
主
催 

日
本
タ
ウ
ン
誌
・
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
大
賞
２
０
１
６
を
受
賞
さ

れ
た
由
報
告
あ
り
。
御
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

○
今
月
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

一
、
小
川
隆
達
氏
よ
り『
長
崎
大
学
医
学
部
創
立
百
五
十
周
年
記
念
誌
』『
温
故
知
新
─
吉

宗
・
茶
わ
ん
む
し
物
語
』両
書
と
も
に
長
崎
地
方
史
研
究
資
料
と
し
て
大
い
に
参
考
に

な
る
書
籍
で
し
た
。

一
、
土
肥
原
弘
久
氏
よ
り『
新
聞
紙
上
の
坂
本
龍
馬
』堺
屋
修
一
・
土
肥
原
弘
久
共
著（
亀

山
社
中
ば
活
か
す
会
刊
・
一
〇
〇
〇
円
＋
税
）。『
長
崎
く
ん
ち
取
材
記
録
』土
肥
原
弘
久

著（
ゆ
る
り
書
房
刊
・
一
〇
〇
〇
円
＋
税
）両
書
と
も
に
長
崎
学
研
究
に
熱
意
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

平
野
　
恵
子

Ｖ長崎から原爆資料館に届けられた平和祈念ユニフォームと千羽鶴。
（館の入口に展示）


